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呼吸器感染症におけるT-2588の 検肘
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新 しい経口用エステル型セフェム系抗生物質であるT-2588を 呼吸器感染症29例 に1回100～

200mg,1日3回 投与 し,そ の臨床効果および副作用を検討 した。疾息の内訳は,下 気道感染症26

例,急 性肺炎3例 であった。結果は,薯 効3例,有 効19例,や や有効4例,無 効3例 で有効率76%

であった。細菌学的効果では,H.influenzae 15例 中,消 失8例 。減少2例,不 変4例 。不明1例 で

消失率57%で あ った。S.pneumoniae, S.aureusの 各2例 は,全 例除菌 された。1日 投与量300mg

と600mgと の臨床効果の比較では,そ れぞれ有効率は76%,75%で 両者に有意差はなかった。

副作用は,下 痢を1例 に認めたが,投 与中止で軽快 した。Al-P,γ-GTP,好 酸 球増多を1例 に認め

たが投与中止で軽快 した。1例 に好酸球増多を認めた。

したがって,T-2588は,呼 吸器感染症の治療に有用な抗生物質 と考える。

T-2588は,新 し い 経 口用 エ ス テ ル 型 セ フ ェ ム系 抗 生

物 質 で あ り,腸 管 か ら吸 収 され,エ ス テ ラ ー ゼ に よ り

T-2525に 加 水 分 解 され る。

T-2525は,グ ラ ム陽 性菌,陰 性 菌 に 対 し て 広 範 囲 な

抗 菌 スペ ク トル を 有 して い る1)。

今 回,T-2588を 呼 吸 器 感 染症 に使 用 し,そ の 臨 床 効

果 お よび副 作 用 を 検 討 した 。

I. 対 象 患 者

対 象 患 者 は,昭 和59年6月 か ら昭 和59年12月 ま

で に 当科 受 診 した24歳 か ら89歳 ま で(平 均 年齢54

歳)の 男 性15名,女 性14名 の計29名 で あ る。 疾 患

の 内訳 は,肺 炎3例,下 気道 感 染症26例(基 礎 疾 患

は,気 管 支 拡 張 症10例,び まん 性 汎 細 気 管 支 炎7例,

気 管 支 喘 息4例,肺 気腫 症2例,慢 性 気 管 支 炎1例 な

ど)で あ る(Table 1)。

検 出菌 は,Haemophilus in fluenzae 13例,H.influ-

enzaeとStreptococcus pneumoniaeの 複数 菌 感 染1例,

H.influenzaeとStaphylococcus aureusの 複数 菌 感 染

1例, S.pneumoniae 1例,S.aureus 1例, Pseukdomo-

nas aeruginosa 1例, P.aeruginosaとEscherichia coli

の複 数菌 感 染1例, Serratia marcescens 1例, GNF-

GNR1例,常 在 菌 群7例,不 明1例 で あ る。

II. 研 究 方 法

T-2588,100～200mgを1日3回 経 口投 与 し た 。 投

与 期 間 は,7～35日,平 均14.4日,平 均 総 投 与 量 は

5.2gで あ った。 本 剤 投 与 期 間 中 は,他 の抗 菌 剤,抗 生

物質の併用は行なわなかった。

痰細菌学的検査で1+以 上,つ まり,分 離培地に痰の

粘膿性部分を1白 金耳塗抹し 平板上1/3以 上に集落を

認めたものを検出菌と判定した。

臨床効果判定は,原 則 として以下の基準によった。

著効(Excellent):1週 間以内に完全に 解熱し,痰 中

検出菌の消失かっ1日 痰量の2/3以 上の減少,痰 性状の

正常化を認め,薬 剤投与終了時に。血沈,CRP,WBC

な どの炎症所見のほぼ正常化 したもの。

有効(Good):解 熱 し,癡 中検出菌量の2段 階以上の

減少,1日 痰量の1/3以 上 の減少,痰性状の改善を認め,

薬剤投与終了時に,血 沈,CRLWBCな どの炎症所見

のほぼ正常化したもの。

やや有効(Fair):有 効 と無効の間のもの。

無効(Poor):薬 剤投与を持続 しても,1日 痰蚤 痰

性状,炎 症所見などに改善の認められなかったもの。

肺炎に関 して臨 胸部X線 像の改善をさらに効果判定

に加えた。

副作用に関 しては,発 熱 発疹,消 化器症状 血液

像 血小板数,肝 ・腎機能などをT-2588投 与の前後で

調べた。

III. 臨 床 成 績

1. 臨床効果

1) 気 道感染症

Table 1に 示す ように26例 のうち著効1例,有 効18

例,や や有効4例,無 効3例 で 有効率73%で あった。
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Table 2 Clinical response, with T 2588 in respiratory infections

基礎疾患別にみると,気 管支拡張症10例 では,有 効

8例,や や有効1例,無 効1例 で,有 効率80%で あ っ

た。びまん性汎細気管支炎7例 では,有 効4例,や や有

効2例,無 効1例 で有効率57%で あ った。気管支瑞息

4例 では,著 効1例,有 効2例,無 効1例 で有効率75

%で あ った(Table 2)。

検出菌別臨床効果は,複 数菌感染2例 を 含 むH.in-

fluenzae 15例 中,著 効1例,有 効12例,や や有効1

例,無 効1例 で有効率87%と 高率であった。

2) 肺感染症

肺炎3例 中,著 効2例,有 効1例 で有効率100%で

あった。

以下に著効肺炎症例1例 を呈示する。

症例28 K.T.36歳 男 急性肺炎(Fig 1)

昭和59年8月6日 より咳,緑 色疾出現,8月7日,

Fig. 1 Case No. 28 K. T. 36 M acute pneumonia

Fig2 Chest X-ray of case 28

(Before treatment)
Fig. 3 Chest X-ray of case 28 

(After treatment)
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Table 3 Bacteriological results of the treatment with  T- 2588

except for unknown case

Table 4 Comparison of clinical effects between 300 mg 

and 600 mg on per day dose

咳 ・疾 増強,息 苦 し さ出 現,8月8日,38.5。Cの 熱 発,

当院受 診,WBC 17,000,胸 部X線 で 右 中葉 に浸 潤 影 を

認め(FigI 2),急 性 肺 炎 と診 断 した 。疾 細 菌 学 的 検 査 で

S. pneumoniae が検 出 され た 。 同 日よ りT-2588200

mg,1日3回 の 投 与 を 開始 した。 翌8月9日 に 解熱,

投与3日 で咳 ・疾 とも消 失 し,投 与7日 間 で 治療 終 了 し

た。8月17日 の 胸 部X線 像(Fig.3)は,ほ ぼ 正 常 化 し

てお り,以 上 の経 過 よ り著 効 と判 定 した 。

2. 細 菌 学的 効 果

細菌学 的 効果 につ い てみ る と,Table 3に 示 す よ うに

H. infiuenzae 15例 中,消 失8例,減 少2例,不 変4例,

不 明1例 で 消 失 率57%で あ っ た 。S. Pneumonice,

S.aureusの 各2例 はす べ て 除 菌 され た 。 P. aerugimsa

3例 で は,消 失1例,不 変2例 で あ った。

3. 1日 量300mgと600 mgと の臨 床 効 果 の比 較

300mgと600 mgと1日 量 別 の臨 床 効 果 では,有 効

率は300mg使 用 例 の76%600 mg使 用 例 の75%で

両者に有 意差 は なか っ た(Table 4)。

4. 副作 用

下 痢を1例(No.4)に 認 め たが,投 与 中 止 後 軽 快 し

た。Al-P,γ-GTP,好 酸 球 の増 多 を1例(No.11)に 認

めたが,投 与 中止 で軽 快 した。1例(No.13)に 好酸 球

の増多 を認 め た(Table 5)o

IV. 考 按

T-2588は,経 口用 エ ス テ ル型 セ フ ェ ム系 抗生 物 質 で

あ り,腸 管 か ら吸 収 され,エ ス テ ラー ゼ に よ って 抗菌 活

性 を有 す るT-2525に 加 水 分 解 され る1)。

今 回,気 道 感 染 を主 とす る呼 吸器 感 染症29例 に1回

100～200mgを1日3回 経 口投 与 した が,著 効3例,有

効19例,や や 有 効4例,無 効3例 で有 効 率76%で あ

り,経 口剤 と して1日3回 の 投 与間 隔 で比 較 的 良 好 な成

績 が 得 られ た。 投 与 期 間 は,7～35日 で比 較 的 長 期例 が

多 か った 。

起 炎 菌 別 臨 床効 果は,複 数 菌感 染2例 を加 え た15例

のH. influenzae感 染 群 で は,著 効1例,有 効12例,

や や 有 効1例,無 効1例 で 有 効 率87%と 高 率 で あ っ

た 。 細菌 学 的 効 果 では,消 失8例,減 少2例,不 変4

例,不 明1例 であ り,除 菌 率57%,減 少率71%で あ り,

臨 床効 果 と細 菌 学的 効 果 に多 少 の差 が 認 め られ たが,セ

フ ェム系 経 口薬 と して は,H. influenzae に著 しい 効 果

が示 され た 。MIC測 定 はH.influenzae 5例 に な され,

いず れ も ≦o.025μg/mlと 低 値 を示 し,そ の うち4例 は

除 菌 され た が,1例 は臨 床 的 に 有効 であ っ たが 除 菌 され

なか った 。グ ラム陽 性 球 菌 感 染 例 で は,S,pneumoniae 2

例,S. aureus 2例 と もに除 菌 され,臨 床 的 に も有 効 で あ

り,本 剤 の グ ラム陽 性球 菌 に 対す る効 果が 示 され た 。

ま た,本 剤 無効 例 をみ る と,PaeruginasaとE.coli

の複 数 菌 感 染1例, H. influenzae 1例,起 炎菌 不 明1例

であ り,や や有 効例 では,P. aerugincsa 1例, H. influ-

enzae と S. aureusの 複 数 菌 感 染1例,起 炎 菌 不 明2例

であ り,P. aeruginosa は 本 剤 の 適応 外菌 種 と考 え られ

るが,前 述 の 除菌 さ れ な い4例 と併 せ,H. inftuenzae

の1部 に本 剤 に反 応 しな い菌 株 が 含 まれ て い る こ とが 推

定 され た 。

 急 性 肺 炎 の 起 炎菌 と してS.Pneumcniae, H. influenzae

の 占め る比 率 は 高 く2),ま た,慢 性 閉 塞性 肺 疾 患 にお け

る急 性 増 悪 の重 要 な 起 炎 菌 と し てH.influenzae, S.

Pneumoniae が確 認3,4)され て い るが,呼 吸 器 疾患 の主 要

起 炎 菌 であ る これ らの細 菌 に低 いMICを 有 す る経 口剤
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T-2588は とくに外来における,こ れらの呼吸器感染症

に対処できる有用な薬剤と思われる。

1日 使用量の問題に関 して,300mgと600mg使 用

例で有効率に有意差はなく,1日300mgで 臨床効果は

期待できるものと考えられた。

V. 結 論

1) T-2588は,26例 の気道感染症に73%,3例 の

肺炎に100%の 有効率を示 した。

2) 起炎菌別有効率は,H.i"f7Nenzae15例 の86%,

S.Pneumomae 2例 の100%な どで,経 ロセフェム系薬

としてはH.influenzae 感染例に著 しい効果が認められ

た。

3) T-2588は,1回100mg1日3回 計300mgの

使用■および使用方法で臨床効果が期待できる。
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CLINICAL STUDIES ON T-2588 IN THE 

RESPIRATORY TRACT INFECTION

YOSHITAKA NAKAMORI, KUNIHIKO YOSHIMURA, TATSUO NAKATANI, 

NAOHIKO CHONABAYASHI, KOICHIRO NAKATA and HIROICHI TANIMOTO 

Division of Respiratory Disease, Toranomon Hospital

HIROKO SUGI 

Clinical Laboratory, Toranomon Hospital

Clinical effects and adverse effects of T-2588, a new cephem antibiotic, were studied in 29 patients 
with respiratory tract infections receiving orally 100 mg to 200 mg t. i. d. 

Among them, 3 cases were pneumonia, 26 cases were lower respiratory tract infections (10 cases 
of bronchiectasis, 7 of diffuse panbronchiolitis, 4 of bronchial asthma, 2 of pulmonary emphysema 
and one of chronic bronchitis as underlying diseases). 

Main causative organisms were H. influenzae (15 strains isolated). 
The clinical effects were excellent in 3 cases, good in 19 cases, fair in 4 cases and poor in 3 cases. 
The efficacy rate was 76%. 
As adverse effects, diarrhea was observed in one case. Al-P, 7-GTP elevation and eosinophilia in 

one case and eosinophilia in one case were observed after treatment. 
From these results, it was concluded that T-2588 was useful drug for the treatment of the patients 

with respiratory infections.


